
日時：2025/令和7年12月9日(火)・10日(水)
場所：イイノホール&カンファレンスセンター

東京都千代田区内幸町2-1-1 飯野ビルディング4階
（終了後アーカイブ配信あり）

主催：一般社団法人 サイバーディフェンスイノベーション機構

今年のスポンサーシップ一覧
※ スポンサーパッケージの細部は調整中です 。
※ 税込価格です。

金額 目標定数 バナーリン
ク

プロモー
ションビデ
オ（スポン
サーシップ
により時間
差：時間未

定）

パンフレッ
ト配布

展示ブース
（QRコー
ドによる
リード収集

可）

カンファレ
ンス登壇
（企業会
場：人数未

定）

カンファレ
ンス登壇
（討議会
場：人数未

定）

無料オンサ
イト聴講
（人数未
定）

無料オン
デマンド
（人数未
定）

ダイヤ
モンド 480万円 1 ● 90秒 ● ● ３ 2 8 ∞

プラチナ 360万円 3 ● 75秒 ● ● ２ 1 6 300

ゴールド 240万円 5 ● 60秒 ● ● 1 ー 4 200

シルバー 120万円 7 ● 45秒 ● ● ー 2 100

ブロンズ 60万円 9 ● 30秒 ● ー ー ー 1 50

パートナー 30万円 11 ● 15秒 ー ー ー ー 1 10

バナー 10万円 13 ● ー ー ー ー ー 1 5

ガバメ
ント 未定 3 ●

●
政府関係のも

ののみ
● ● ー ー ー ー

メディア ー 5 ー ー ● ー ー ー ● ー

１ 1つのスポンサーシップに複数の企業で参加できます。
２ 法人会員は、希望するスポンサーシップの半額以上の年会費（一口30万円）を払っている場
合、そのスポンサーシップの料金から差し引きます。

今年のスポンサー特典は以下のとおりです。

昨年のスポンサー

オピニオンリーダー
との交流

会社の知名度
UP

ブランド
イメージの向上

C Y D E Fのスポンサーシップ
登壇者には毎年各国からサイバーセキュリティのオピニオン

リーダー々をご招待しております。聴講者には国内外から産官学
のサイバーセキュリティに関心のある多くの 方々にご参加いただ
いております。そのような方々に貴社の名前や製品を憶えて
いただくで、ビジネスにつながる可能性もあります。

またそのような方々と交わるための交流会も準備します。
加えてこれまで国内外の政府機関から後援していただい

てきたように、本イベントは非常に 公共性の高いものです。
その協賛は、貴社のイメージアップにつながります。

以下の各社にご協賛いただきました。

■ プラチナスポンサー/NTTセキュリティホールディングス株式会社/NTTコミュニケーションズ株式会社/
■ ゴールドスポンサー/FORTINET JAPAN合同会社/AMENTUM JAPAN株式会社/株式会社 日立製作所

/BAE Systems Digital Intelligence/
■ シルバースポンサー/アマゾンウェブサービスジャパン合同会社/構造計画研究所ホールディングス

/日本マイクロソフト株式会社/株式会社 日本総合研究所/富士通株式会社
■ ブロンズスポンサー/スカイゲートテクノロジーズ株式会社/
■ バナースポンサー/NEC/大日本印刷 株式会社/LocationMind株式会社/株式会社コンステラセキュリティジャパン

/OPSWAT JAPAN株式会社/日ASEANサイバーセキュリティコミュニティアライアンス/CyberArk Software株式会社
/CompTIA/ISC2/

■ メディアスポンサー/重要インフラサイバーセキュリティカンファレンス

CYDEF2025
世界を結ぶ、サイバーディフェンスの最前線へ

The Next Frontier
– Turning Crisis into Opportunity



昨年の成果
カンファレンステーマを「脅威と共想」とし、NATO諸国の7つの研究所を中心としたオーガナ

イズドセッションを軸に、19か国から54名の登壇者、531名の聴講者を得、例年同様、多くの方に
ご満足がいただけるとともに、NATO戦略対話研究所と研究交流に関するMoUを締結しました。

台湾有事を念頭に現代紛争、認知戦、重要インフラ防護の3つの柱を中心に、各国の有識者を交
え議論を深め、知見を広めることができました。
また首相官邸はじめ、各国のウエブサイトに掲載されたほか、NHKをはじめとしたメディアに

も取り上げていただくことができました。

本カンファレン

スを是非他の

方に勧めたい
66%

本カンファレンスを他

の方に勧めてもよい
34%

終了後の聴講者に対するアンケート（N-38）

今年の挑戦
今年8回目を迎えるCYDEF2025では、規模の拡

大、演習の実施、各種ツールの導入を図ります。

これまでのNATO諸国を中心とした各研究所

のオーガナイズドセッションの枠組みをイン
ド・太平洋諸国にも拡大していきます。
また懸案であった机上演習の実施を試みます。

さらに、円滑な運営と参加者の便宜を図るた
めに、QRコードを用いたリードの提供や、AIを
活用した同時通訳字幕の導入を図ります。

情報の発信、認識の共有、連携の確立を目的として、世界のサイバー分野の有識者を集め、議
論を通じてその深化と普及を図るためのカンファレンスです。

2018年に第1回目の会合を開催してから過去7年間で延べ約350名の登壇者、約6000名の聴講者の

方々が集い、議論を重ね、親交を深めてまいりました。その規模は年々大きくなってきておりま
す。回を重ねる中に、国内外、また産官学のハブとして位置付けていければと考えております。

C Y D E F の特徴

C Y D E Fとは

世界各国からの有識者招へい

過去７回の会議を通じて、各国の閣僚やサイ
バー大使、サイバー司令官、研究所や大学の研
究者、教育者、更にサイバー関連企業の経営者
等々、サイバーディフェンス分野における各国
の産官学の有識者を招聘して参りました。

専門用語を含む内容を適切な形で日英同時通訳

同時通訳字幕を通じて、海外有識者によるサ
イバーディフェンスの議論を、技術用語を含め
適切な形で通訳した上で聴講することができま
す。れにより、必ずしもこの分野に明るくない
方にも議論の輪に入っていただけるよう配慮し
ております。

首相官邸
Website
https://ww
w.kantei.g
o.jp/jp/pag
es/20241
203_naga
shima_ho
sakan_co
nference.
html

Enterprise Zine
https://enterpris
ezine.jp/article/
detail/21138

NHK [国際報道」
24.12.18放映
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